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PMの感じる現在 と 思い描く未来

現 在 2050年



血液から脳の病気をつきとめる未来医療

3/28/2026, 13:30-15:45,日本科学未来館 7階 未来館ホール、江東区、東京都

服部 信孝 (Nobutaka Hattori)
順天堂大学大学院医学研究科神経学
同ニューロングリアクロストークセンター

理研脳神経科学研究センター 神経変性疾患連携研究チーム
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−治すから防ぐ医療へ−



パーキンソン病はドパミン神経細胞が少なくなることが原因
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動作がゆっくり（動作緩慢）
筋肉が固くなる

振え

発症 15～20年

疑い～発症～進行発症10～20年前

運動症状・異常タンパク質蓄積ドパミン神経細胞の数が減る
異常

正常

神経変性開始 運動症状 診断

前駆期（未病） 疑い 発症

歩くことが難しくなる

発病する前に認められる
症状（前駆症状）

レム睡眠時行動異常症

便秘
嗅覚低下

パーキンソン病（黒い部分が減っている⇒細胞数が減少）正常

黒いところがドパミン神経

特徴としてレビー小体がある
-シヌクレインが主成分

Poewe. et al. Nat Rev Dis Prim 2018.



VTR (1961年ウィーンで行われたL-ドパ治療）

Courtesy by Prof. Poewe

動画につき掲載できません
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超高齢社会ではパーキンソン病は増加の一途をたどる！
パーキンソン病 (PD) は世界的にパンデミックになると予測
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PD患者の予測人数

年

JAMA Neurol 2018

超高齢社会ではパーキンソン病や認知症を早期に発見することが大事

Nature Reviews neurology2019

加齢はPDのリスク因子の一つ
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アルファ-シヌクレイン(A53T) は最初の原因遺伝子として報告
された。また、アルファ-シヌクレインは感受性遺伝子でもある

Science (1997)

Spillantini MG, et al. Nature (1997)
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遺伝性パーキンソン病で最初に報告された原因遺伝子がα-Synuclein(A53T) 。
その後、レヴィ小体の主要成分であることが判明。アルファ-シヌクレインが凝集する
ことでレヴィ小体を形成すると考えられている。



血液に異常アルファ-シヌクレインが存在していることが判明

RT-QuICという方法で血液中に微量に存在している異常アルファ-シヌクレインを検出できる

免疫沈降法という特殊
な方法で異常アルファ-
シヌクレインを濃縮する。
その上で増幅する

Okuzumi A, Hatano T, et al. Nature Medicine (2023)
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Positive 
Results

IP/RT-QuIC
Results +/-NDiagnosis 

90%244/26270Alpha-synucleinopathies

95%210/11221PD 
64%25/1439MSA 
90%9/110DLB

9%5/ 5055Non- Alpha-
synucleinopathes

3%1/ 2930PSP 
16%4/ 2125AD
8.5%11/ 114128Controls 
0%0/ 1717Park2 mutation patients

Positive 
Results

IP/RT-QuIC
Results +/-NDiagnosis 

95%38/240Alpha-
synucleinopathies

100%34/034PD 
67%4/26MSA
0%0/99Controls 

1st コホート

2nd コホート
Positive 
Results

IP/RT-QuIC 
Results +/-NDiagnosis 

66%23/ 123
5

Alpha-
synucleinopathies 

75%15/ 52
0PD 

53%8/ 71
5MSA 

0%0/ 66PSP 

5.00%1/ 192
0Controls 

ルクセンブルクコホート

IP/RT-QuICを使って血液中の異常アルファ-シヌクレインを検出

PD: パーキンソン病
MSA: 多系統萎縮症
DLB:レヴィ小体型認知症

Okuzumi A, Hatano T, et al. Nat Med (2023)
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レム睡眠行動障害（RBD） - 睡眠中に夢体験と同じ行動をとってしまう病気-

通常、レム睡眠中には筋が弛緩し体を動かさないが、RBDではこの働きが障害されるため、
夢の中の行動が現実の行動となって現れる。

大声で寝言を言ったり、何かを探すしぐさをしたり、殴る、蹴るなどの激しい動作がみられる。
症状が強い場合、歩き回る、窓から飛び出して怪我をする、ベッドパートナーに怪我をさせ
ることがある。

参考：厚生労働省e-ヘルスネット
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レム睡眠行動異常症は神経疾患の
リスクになる (パーキンソン病など）

First described in Japan 
「清水徹男, 杉田義郎, 飯島壽佐美, 手島愛雄, 
菱川泰夫: Shy-Drager症候群にみられた睡眠
障害. 臨床神経 21: 218-227, 1981」

Schenck CH, et al. Sleep (1986)
English in 1986

Prevalence >1%
- not rare!

Generally males

Courtesy by Prof. Postuma
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RBD 279症例数

3年で25% がPDなどの脳
の病気になる

Postuma et al Ann Neurol 2015

5年で41% がPDなどの脳
の病気になる

0 %

100 %

PDなど脳の病気に移行する比率：
25年でほぼ全例が移行



臨床症状による診断から血液診断可能な時代へ

ホーエン・ヤール重症度分類（I-V度）
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PDの生物学的病期分類：アルファ-シヌクレイン凝集、ドーパミン作動性障害、
臨床症状との推定される関係
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